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Ⅰ.取組状況（KPI の推移）は以下のとおり 

※４．広域災害対応準備率は、所期の⽬標値をクリアしたことから２０２２年度より KPI から除外しました。 

※６．早期更改率、７．事故対応窓⼝率は、２０２０年度より追加しました。 

 
Ⅱ.取組状況（原因の分析） 

１． アンケート推奨度（NPS）：（68.8pt） 
２． アンケート回答率：(0.7%) 
３． アンケート回答数：（16 件） 

コロナ禍で、⾮対⾯募集を推進したことの影響が継続し、回答率・回答数の向上を図ることができませんでした。しかしながら、お客
さまへの個別の価値提供⾃体は実績が積み上げられ、NPS が上昇する結果になったものと分析しております。 
今後は対⾯による⼿続きを基本として、お客さまが望まれるサポートやサービスのご案内を丁寧に⾏うとともに、これまで以上に積極

的に 
アンケートへのご回答もお願いし、お客さまの声をさらに収集し、業務に活かしてまいります。 

   ５．各種研修：（毎⽉開催） 
毎⽉、「コンプライアンス研修」「商品研修」を柱として「個⼈情報取扱研修」「ロールプレイング研修」を定例開催しております。 
２１年度からは「⼈間⼒強化研修」、２２年度からは「⾔葉の勉強会」、２３年度は「クレド研修」など、周辺業務知識習得や徳育を⽬
的とした研修計画も⽴案し、実施しております。また、朝礼や⼣礼の時間を利⽤したミニ研修も随時取り⼊れています。 

６．早期更改率：（91.5％） 
昨年度までの「更改チーム」を発展的に解消し、「新チーム制」（営業担当者と事務担当者）の混合体制を整備し、早期の満期更改⼿続
きによりお客さまに早期に保険証券をお届けするための取り組みを継続しております。 

      今後も必要に応じて社内体制を整備・調整し、取り組んでまいります。 
   ７．事故対応窓⼝率（51.1％） 

２２年度から本指標向上の推進に益して、個々の事故内容によって迅速・適格なお客さまフォロー体制を意識することに注⼒いたしま
した。その結果として、本指標が 2４年度も低下しているものと捉えております。しかしながら、本指標の向上とお客さまフォローの
充実は両⽴すべきものであり、さらなる取り組みの推進強化を図ってまいります。 
 

以上 
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1.ご 契 約 ⼿ 続 き に つ い て の お 客 さ ま ア ン

ケ ー ト   推 奨 度 （ NPS※）  

・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 １ ・ ３ ・ ４ に 対 応  

40 .0pt 以 上  

 

20 .3p t  18 .0p t  22 .9p t  28 .0p t  37 .2p t  

2 .ご 契 約 ⼿ 続 き に つ い て の お 客 さ ま ア ン

ケ ー ト   回 答 率  

・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 １ ・ ３ ・ ４ に 対 応  

10% 

 

5 .8% 6 .8% 8 .8% 9 .4% 7 .2% 

3 .ご 契 約 ⼿ 続 き に つ い て の お 客 さ ま ア ン

ケ ー ト   回 答 数  

・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 １ ・ ３ ・ ４ に 対 応  

180 件  

 

133 件  152 件  277 件  180 件  132 件  

4 .広 域 災 害 等 対 応 準 備 率 （ 携 帯 電 話 番 号

の 契 約 書 へ の ⼊ ⼒ 率 ）  

・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 ４ に 対 応  

‒  

 

‒  84 .5% 68 .3% 60 .9% 

５ .各 種 研 修 計 画 履 ⾏ ・ 履 修 状 況  

・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 １ ・ ２ ・ ５ に 対 応  100% 100% 100% 100% 100% 100% 

６ .満 期 ⽇ 前 証 券 お 届 け 率 （ 早 期 更 改

率 ）  

・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 ３ に 対 応  

85% 84 .0% 83 .3% 82 .8% 76 .4% ‒  

7 .当 社 直 接 の 事 故 受 付 率 （ 事 故 対 応 窓 ⼝

率 ）  

 ・ ・ ・ 取 組 ⽅ 針 ４ に 対 応  

70% 

 

55 .3％  60 .1% 81 .6% 66 .2% ‒  


